
国産初の油圧ショベル
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名称
（型式等）

所 有 者
（管理者）

製作者(社)

製 作 年

初 出 年

選定理由

登録基準

公開・非公開

写    真

その他参考と
なるべき事項

第 00223 号

油圧ショベル（ユンボ）　Y35

所 在 地
兵庫県明石市

キャタピラージャパン合同会社

非公開

キャタピラージャパン合同会社

新三菱重工業株式会社　明石工場（現：キャタピラージャパン合同会社）

1961年頃

1960年（生産開始）、1961年（初出荷）

国産初の油圧ショベルである。高度経済成長期の建設現場に用いられ、商
品名であった「ユンボ」が油圧ショベルをさす代名詞となるまでに普及し
た。フランス・シカム社との技術提携により開発され、エンジンに1個の
固定容量型ギヤーポンプを直結し、そこで発生する圧油を切替弁に流す1
ポンプ1バルブ油圧システムによって作動した。チェーン駆動で走行し、
塗装は当初とは異なるが、部品など旧状を変えぬことを第一義としたメン
テナンスがなされ、現在も可動する。戦後日本の国土開発に顕著な貢献を
果たした建設機械として重要である。

二－ロ（日本経済の発展と国際的地位の向上に一時代を画するような顕著
な貢献のあったもの）


